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歳　　入
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令和７ 年度 比和財産区特別会計 歳入歳出決算書
歳　入

 1 財産収入 373,000

 1 財産運用収入 373,000

 2 繰入金 2,038,000

 1 基金繰入金 2,038,000

 3 繰越金 1,000

 1 繰越金 1,000

 4 諸収入 1,000

 1 雑入 1,000

2,413,000歳 入 合 計

款 項 予 算 現 額

-　2　-



(単位 ： 円)

529,814 529,814 0 0 156,814

529,814 529,814 0 0 156,814

1,580,000 1,580,000 0 0 △458,000

1,580,000 1,580,000 0 0 △458,000

99,874 99,874 0 0 98,874

99,874 99,874 0 0 98,874

0 0 0 0 △1,000

0 0 0 0 △1,000

2,209,688 2,209,688 0 0 △203,312

収 入 未 済 額
予算現額と収入
済額との比較

調 定 額 収 入 済 額 不 納 欠 損 額
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歳　　出
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歳　出

 1 管理会費 353,000

 1 管理会費 353,000

 2 総務費 2,050,000

 1 総務管理費 2,050,000

 3 予備費 10,000

 1 予備費 10,000

2,413,000歳 出 合 計

款 項 予 算 現 額
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(単位 ： 円)

177,520 0 175,480 175,480

177,520 0 175,480 175,480

1,934,857 0 115,143 115,143

1,934,857 0 115,143 115,143

0 0 10,000 10,000

0 0 10,000 10,000

2,112,377 0 300,623 300,623

歳入歳出差引残額 97,311円

予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較

支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

-　7　-



令和７年度

庄原市比和財産区特別会計歳入歳出決算額

歳入合計額 ¥2,209,688

歳出合計額 ¥2,112,377

歳入歳出差引額 ¥97,311
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比和財産区特別会計

歳入歳出決算事項別明細書

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

財 産 に 関 す る 調 書
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歳入

 1 財産収入 373,000 0 0 373,000

 1 財産運用収入 373,000 0 0 373,000

 1 財産貸付収入 360,000 0 0 360,000

 1 土地貸付収入 360,000

 2 利子及び配当 13,000 0 0 13,000

金  1 利子及び配当金 13,000

 2 繰入金 2,038,000 0 0 2,038,000

 1 基金繰入金 2,038,000 0 0 2,038,000

 1 比和財産区基 2,038,000 0 0 2,038,000

金  1 比和財産区基金 2,038,000

 3 繰越金 1,000 0 0 1,000

 1 繰越金 1,000 0 0 1,000

 1 繰越金 1,000 0 0 1,000

 1 前年度繰越金 1,000

 4 諸収入 1,000 0 0 1,000

 1 雑入 1,000 0 0 1,000

 1 雑入 1,000 0 0 1,000

 1 雑入 1,000

2,413,000 0 0 2,413,000歳 入 合 計

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額

継 続 費 及 び
繰 越 事 業 費
繰 越 財 源
充 当 額

計

節

区 分 金 額

科　　目

予 算 現 額

款 項 目
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１－１－１　財産貸付収入 (単位：円)

529,814 529,814 0 0

529,814 529,814 0 0

360,000 360,000 0 0

360,000 360,000 0 0 ・土地貸付収入 360,000

169,814 169,814 0 0

169,814 169,814 0 0 ・比和財産区基金運用収入 169,814

1,580,000 1,580,000 0 0

1,580,000 1,580,000 0 0

1,580,000 1,580,000 0 0

1,580,000 1,580,000 0 0 ・比和財産区基金 1,580,000

99,874 99,874 0 0

99,874 99,874 0 0

99,874 99,874 0 0

99,874 99,874 0 0 ・前年度繰越金 99,874

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

2,209,688 2,209,688 0 0

備 考調 定 額 収 入 済 額 不 納 欠 損 額 収 入 未 済 額
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歳出

 1 管理会費 353,000 0 0 0 353,000

 1 管理会費 353,000 0 0 0 353,000

 1 管理会費 353,000 0 0 0 353,000

 1 報酬 348,000

10 需用費 5,000

 2 総務費 2,050,000 0 0 0 2,050,000

 1 総務管理費 2,050,000 0 0 0 2,050,000

 1 一般管理費 1,882,000 0 0 0 1,882,000

 1 報酬 99,000

 8 旅費 51,000

10 需用費 14,000

11 役務費 3,000

18 負担金，補 1,415,000

助及び交付

金

27 繰出金 300,000

 2 財産管理費 168,000 0 0 0 168,000

 7 報償費 105,000

12 委託料 63,000

 3 予備費 10,000 0 0 0 10,000

 1 予備費 10,000 0 0 0 10,000

 1 予備費 10,000 0 0 0 10,000

2,413,000 0 0 0 2,413,000

予 算 現 額

当 初
予 算 額

補 正
予 算 額

継 続 費 及 び
繰 越 事 業 費
繰 越 額

予備費 支出
及 び 流 用

増 減 金 額

歳 出 合 計

計

節

項款 目

科　　目

区 分
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１－１－１　管理会費 (単位：円)

177,520 0 0 0 175,480

177,520 0 0 0 175,480

177,520 0 0 0 175,480 ◎管理会費 177,520  

174,000 0 0 0 174,000  1・委員報酬 174,000

3,520 0 0 0 1,480 10・消耗品費 3,520

1,934,857 0 0 0 115,143

1,934,857 0 0 0 115,143

1,768,177 0 0 0 113,823 ◎一般管理費 1,768,177  

0 0 0 0 99,000  8・普通旅費 50,980

50,980 0 0 0 20 10・消耗品費 2,997

2,997 0 0 0 11,003 18・負担金（一般） 14,200

0 0 0 0 3,000 ・交付金 1,400,000

1,414,200 0 0 0 800 27・その他繰出金 300,000

・ 8節へ流用            10節 △22,000

・18節へ流用            10節 △14,000

300,000 0 0 0 0 ・10節から流用           8節 22,000

・10節から流用          18節 14,000

166,680 0 0 0 1,320 ◎財産管理費 166,680  

104,400 0 0 0 600  7・その他報償費 104,400

62,280 0 0 0 720 12・業務委託料（物件費） 62,280

0 0 0 0 10,000

0 0 0 0 10,000

0 0 0 0 10,000

2,112,377 0 0 0 300,623

翌 年 度 繰 越 額

備 考不 用 額事 故
繰 越 し

継 続 費
逓 次 繰 越

繰 越
明 許 費

支 出 済 額

-　13　-



（単位：千円）

金　　　　　　　額

2,210

2,112

98

（１）継続費逓次
繰越額

0

（２）繰越明許費
繰越額

0

（３）事故繰越し
繰越額

0

計 0

98

0

 ３　歳入歳出差引額

 ４　翌年度へ繰越
すべき財源

 ５　実質収支額

 ６　実質収支額のうち地方自治法第２
３３条の２の規定による基金繰入額

令和７年度　実質収支に関する調書

区　　　　　  　　　　　分

 １　歳入総額

 ２　歳出総額
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１  公　有　財　産
（１）　土　地　及　び　建　物　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　

-        -        -        

8,668,598.00 8,668,598.00 

- 

8,668,598.00 -        8,668,598.00 

8,668,598.00 -        8,668,598.00 

庄原市比和財産区　　　　財産に関する調書

 　　土地　　（地　　積）

区　　　　　　　　分
 前年度末現

在高
 決算年度中

増減高
 決算年度末

現在高

行
　
政
　
財
　
産

公
　
共
　
用
　
財
　
産

小　　計

 
普
　
通
　
財
　
産

山　　林

雑　種　地

小　　計

合　　計
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（１）　土　地　及　び　建　物　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　  　　　　　（単位：㎡）

 　　　延面積計

-    -    -    -    -    -    -    -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    

 前年度
末現在高

庄原市比和財産区　　　　財産に関する調書

建                 物

木造　　（延面積） 非木造　　（延面積）
 決算年
度中増減

高

 決算年
度末現在

高

 前年度
末現在高

 決算年
度中増減

高

 決算年
度末現在

高

 前年度
末現在高

 決算年
度中増減

高

 決算年
度末現在

高
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（２）　山　　林

8,668,598.00 8,668,598.00

8,668,598.00 0.00 8,668,598.00 0.00 0.00 0.00

（４）　出資による権利

（単位：㎡　㎥）

土 地 の 権
利 の 区 分

面 積 立 木 の 推 定 蓄 積 量

前年度末現在
高

決算年度
中増減高

決算年度末現
在高

前年度末
現在高

決算年度
中増減高

決算年度
末現在高

所 有

分 収

その他の権限によるもの

合 計

（３）　有　価　証　券 （単位：円）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

（単位：円）

電話債券

出資証券

計 0 0 0

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

出
資
金

計 0 0 0

出
損
金

0 0計 0

-　18　-



不動産 土地 ㎡ ㎡ ㎡

0 円 0 円 0 円

83,632,475 円 △ 1,580,000 円 82,052,475 円

２　物　　品 （単位：式）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

計 0

３　債　　権 （単位：円）

区　　分 前年度末現在高

0 0

決算年度中増減高 決算年度末現在高

計 0 0 0

４　基　　金

区   分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

動   産

有価証券

現   金
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令和７年度 

主要施策の成果に関する報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄原市比和財産区特別会計 
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比 和 財 産 区 特 別 会 計 

 

 

 比和財産区特別会計においては、財産区管理会の同意及び協力を得ながら、山林及び基金管理

を行った。 

 

【目的】 

比和財産区の管理運営を通じて、その住民の福祉を増進するとともに、市との一体性を保ち

ながら、全体の発展に努める。 

【実績】                                  単位：千円 

区分 事業費 
財源内訳 

説明 
特定財源 一般財源 

管理会事業 178  178 管理会開催（２回） 

一般管理事業 1,935   1,935 地域イベント交付金、一般会計繰出金 他 

財産管理事業 167  167 業務委託料、直営地巡視 

【成果・評価】 

① 森林保全管理委託契約に基づく整備事業を実施し、森林施業の推進を図った。 

② 財産区直営地の巡視を年２回実施し、山林の状況確認を行った。 

③ 比和やまびこ祭、ふるさと盆踊り花火大会に交付金を交付し、地域振興を図った。 

④ 「比和財産区だより」を発行し、財産区住民に情報の提供を行った。 

【課題・対応】 

① 伐期を迎える人工林について、伐採及び伐採後の造林に係る方向性を定めていく必要があ

る。 

② 天然林の活用について、検討を行う必要がある。 

③ 比和地域の豊かな森林資源を次世代へ繋いでいくため、地域の小中学校などと連携した次

世代育成の取り組みを引き続き行っていく必要がある。 

④ 財産を管理していくうえで、その住民へ財産区についての理解を得ることは重要であり、

情報提供を引き続き行う必要がある。 
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